
宣 言 日 令和　　５年　6月　9日

住 所 入間市東藤沢2-15-5

県 内 企 業 等 の 名 称 株式会社KJネクストグループ

代 表 者 役 職 氏 名 代表取締役　鈴木　健之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

女性の管理職登用と女性雇用を積極的に進め
ていく。

＜（現状値）2022年の数値＞
①女性の管理職数：0人（0人/5人）
②女性従業員数：１０人（10人/30人）

＜2030年に向けた指標＞

①3人　②１５人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①1人　②１２人

多様な人材が働ける職場づくりの推進の一環
として、障害者雇用数の増加に努める。

＜（現状値）2022年の数値＞
障害者雇用数：0人（0人/30人）

＜2030年に向けた指標＞

3人

＜取組開始３年後に向けた指標＞

1人

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、「環境」「社会」
「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載してください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

2022年比　15%削減

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

2022年比　10%削減

各種書類を再生紙に変更、集約コピー、両面印
刷の活用等の取組を進め、業務のペーパーレス
化に取り組む。

＜（現状値）2022年の数値＞
コピー用紙使用量：60,000枚/年

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

弊社は「新しい時代、新しいカタチの総合商社」という理念を掲げております。その中の事業の一つとして、味や品質
に問題は無いが、見た目やサイズを理由に廃棄されている青果を販売する、というビジネスを行っております。それ
により、農家の方々の助けになり、日本の食料自給率の向上・食料廃棄問題の改善につながると確信しております。
また並行して、弊社の運営するECサイトでのオンライン販売も取り入れていくことで、食料廃棄問題の改善に追い
風を吹かせることと考えています。持続可能な開発目標（SDGs）は、当社の考えと同趣旨であることから大いに賛
同し、SDGsの達成に貢献致します。

株式会社KJネクストグループ

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


